
地域連携ネットワークの強化のために

健康
心身に

不安

病気

になる

判断能力の低
下

終末期 死亡 葬儀・埋葬 財産の承継

・財産管理委任契約 ・民事信託(家族信託）
・見守りサービス ・緊急通報サービスなど

生前契約・見守り契約

エンディングノート作成

死後事務委任契約

・遺体の確認
・関係者連絡
・死亡届申請代行
・費用精算
・各種手続き

・火葬手続き
・葬儀
・埋葬、納骨
・永代供養、法要
・家財・遺品処分

遺言書の作成

任意後見契約

リビングウィル（延命治療・終末期治療の希望）

【任意後見発効】
・財産管理
・契約行為の代理

・遺言執行
・遺贈

本人の判断能力が不十分
・家裁への申立て
・任意後見監督人選任

生 前 死 後

お墓の所在地 ・お墓
・供養の方法

（１）予防的支援：老いじたくの推進 ～住み慣れた地域で安心して暮らす～ 

生涯を安心していきいきと暮らせるよう、元気なうちから将来に備えて、いつまでも自分らしく、人生を前向きに安心して暮らしていただくために、
大田区では、セミナーや相談会等の老いじたく推進事業を実施しています。財産の整理、遺言の作成や老後の暮らし方など、ご自身の将来に向けて、
備えておきたいことや不安に思っていることを整理し準備を始めることが大切です。

老いじたくの準備を始める
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地域連携ネットワークの強化のために

健康 心身に不安 病気に
なる

判断能力
の低下

終末期 死亡
葬儀・埋
葬

財産の
承継

生 前 死 後

（２） 見守り支援：見守り・支えあい（高齢者の例 ） ～住み慣れた地域で安心して暮らす～

大田区では、ひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯などに対する、地域での見守り・支え合いのネットワークづくりに取り組み、高齢者が安心
して暮らせるまちづくりを進めています。 「地域包括支援センター」に高齢者見守りささえあいコーディネーターを配置して、高齢者見守りキーホル
ダー登録事業の普及・啓発など見守り・支え合いネットワークづくりを推進しています。
現在、自治会・町会をはじめ、さまざまな団体や有志により、高齢者を見守り・支え合う自主的な取り組みが行われています。また、区内の商店や事
業所等も、高齢者の見守りに取り組んでいます。

地域包括支援センター

高齢者見守りささえあい
コーディネーター

高齢者見守り・支え合いネットワーク

本人
(高齢者)

高齢者見守り
協力店

(個人商店など)

高齢者見守り推進事業者：４８社(R6)
・金融機関：郵便局、信用金庫、都市銀行、明治安田生命 等
・配送関係：ヤクルト、クロネコヤマト、佐川急便、生協 等
・販売店：セブンイレブン、イトーヨーカドー 等
・その他：UR住宅、東急電鉄・バス、京急電鉄・バス 等
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地域連携ネットワークの強化のために

健康 心身に不
安

病気に
なる

判断能力
の低下

終末期 死亡 葬儀・埋葬
財産の
承継

地域包括支援センター

介護保険サービス
・訪問介護・通所介護・訪問看護
・グループホーム・福祉用具事業者 など

生 前 死 後

・介護予防事業
・居住者支援事業
・高齢者見守りキーホルダー登録
・ひとり暮らし高齢者登録

区役所・特別出張所
・死亡届(火葬・埋葬許可)

区民部戸籍住民課
・おくやみ相談

（３） 相談窓口につなげる（高齢者の例） ～住み慣れた地域で安心して暮らす～

社会福祉協議会（おおた成年後見センター）

・地域福祉権利擁護事業

相談窓口

高
齢
者
施
策

・成年後見制度

身近な地域の相談
（民生委員、自治会・町会

特別出張所
シニアステーション

老人いこいの家 など）

・認知症施策（認知症検診、認知症カフェ等）
・紙おむつなどの支給

・老いじたくの推進（相談会・セミナー
・講演会・情報登録事業等）
・緊急通報サービス ・ほほえみ訪問など

地域包括ケアシステムとは、高齢者の皆さんが、住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、住まい・医療・介護・介護予防・生活支援の各
分野が互いに連携しながら支援する体制のことをいいます。システムの構築には、高齢者自身やその周囲の方々の協力が必要不可欠です。

地域包括ケアシステム

イ
メ
ー
ジ
図介護支援専門員

（ケアマネジャー）

かかりつけ医・病院
（メディカルソーシャルワーカー）

地域福祉課
（高齢者地域支援担当）

発見・つなぐ
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